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概要　子宮内膜症と関連する卵巣癌関連抗原 CA ・125の 婦人 内性 器組織 に お け る組織局在を 比較検討す
る た め ，組織中 CA −125含量 の 定量 を試み た．手術 に よ る摘出臓器を対象 と し て

， 子宮筋腫26例，子宮内
膜症 6例，子宮腺筋 症 8 例，子 宮頚癌10例，子宮体癌 3例，卵巣癌 4 例 の それぞれ に お い て ， 子宮内膜，
子宮筋層 ， 子宮筋腫核 ， 子宮頚管 内膜，子宮頚癌組織，内膜症組織 腺筋症組織 ， 卵巣 ， 卵管，正 常月

経周期各時期 に 伴 う子宮体内膜，月経血中の CA ・125を CA −125　
TMRIA

キ ッ トを用 い て定量 し た．正常組

織に お け る CA −125値は ，子宮体内膜334．7± 39．IU／mg −protein， 子宮筋 層66．1± 8，6，子宮頚管内膜
131．7± 24．2， 卵巣64．6± 15．6，卵管 111．6± 15．8で ，子宮体 内膜 は ，他 の 部位 よ り有意に 高く（p ＜ 0．001），
ま た卵管は 子宮筋層 ， 卵巣に 比 し有意に 高 か つ た （p く 0． 5）．子宮 内膜症お よ び腺筋症組織 で は それぞ

れ 217．5± 23．1， 235．3± 47．7と他 の 部位 に 比 べ 高値 で あつ た，月経 血 と末構血 の CA −125の 比較で は ，月

経血 377．9± 79．9U ／m1 ，血 清32．7± 6．43U／ml で 有意差 （p ＜ 0．05）を認 め た．各疾患 に お け る組織中 の

CA −125の 比較で は，子宮筋腫群お よ び 子宮頚癌群 に お い て
， 子宮内膜 の CA ・125が高 く他の 組織 との 間 で

有意差 （p＜ 0．Ol）を 認 め た．子宮内膜症，子宮腺筋症 ， 子宮体部癌 ， 卵巣癌群で は 子宮内膜 と他 の 組織

との 闘 で 有意差 は 認 め な か つ た ．疾患別対比で は，子宮内膜は 卵巣癌群を除 き各疾患群 で 高値 で ，疾愚

に よ る有意差 は 認 め な か つ た ．子宮筋腫群 の 筋層組織 と 子宮腺筋症 組織 との 比較 で は 有意差 を 認 め た

（p ＜ 0．01）．卵巣組織 で は，卵巣癌群が他の 疾患群 に 比 べ 有意 に 高 か つ た （p 〈 O．Ol）．以上 よ り，CA −125
は 生理的状態で は 子宮内膜，卵管，月経血 で 高値を 示す事，子宮内膜 症組織 お よ び子宮腺筋症組織 で 高
値 を とる事が 明 らか と な り， 子宮内膜 と CA −125の 関連を裏付け る結果 が 得 られた．

Synopsis　In　order 　to　elucidate 　the　origin 　of 　elevated 　serum 　CA・125　values 　in　patients　with 　endometrios 圭s，
CA −125　content 　in　the　uterine 　endometrium

，
　myometrium

， 1eiomyoma，　fallopian　tube，　 ovary ，　 adenomyotic

tissue　and 　endometriotic 　tissue
，
　were 　measured 　by 　RIA ．　 The 　CA ・125　content 　in　the　nomlal 　endometrium

was 　334．7±39．1U ／mg ・protein，　 and 　this　was 　significantly （p く 0．001）higher　than　that　in　the 　myometrium

（66，1± 8．6）， cervical 　gland　（131．7±24．2），　fallopian　tube　（111．6± 15．8）　and 　ovary 　（64．6± 15．6｝．　En・
dometriotic　tissue　contained 　217．5± 23．1

，
　and 　adenomyotic 　tissue　contained 　235．3±47，7，　 No 　significant

difference　was 　found　between　tissue　froln　cervical 　and 　corporal 　malignancies 　of　the　uterus ，　but　ovarian

cancer 　tissue　contained 　a　high　CA −125 重evel 　compared 　to　normal 　ovarian 　tissue，　 The 　mean 　concentration

of 　CA・125　in　menstrual 　blood　was 　377．9±79．9U ／ml 　and 　was 　about 　ll　times　as 　high　as　that　seen 　in
peripheral　blood　in　the　same 　donor．　 The　fact　that　the　endometrium 　contained 　the　highest　amount 　 of

CA −125　amo   no   al　tissues　examined 　supports 　the　hypothesis　that　extemaly 　developed　endometrium 　is
廿le　primary 　source 　of 　elevated 　serum 　CA ・125　in　patients 　with 　endometriosis ．
Key　words ： CA・125 ・Fema ユe　organ 。Reproductive　tissue。Distribution

　　　　　　　　　 緒 　　言

　 ヒ ト上 皮性卵巣癌 に対 する モ ノ ク ロ
ーナ ル 抗体

OC −125を用 い て 認識 され る抗原 CA −125は 卵巣癌

に お げ る 有力な腫瘍 マ
ーカ ーと し て 広 く臨床応用

され て きて い るが
， 卵巣癌以外 の 悪性腫瘍や良性

腫瘍 ，
お よ び子宮内膜症 な ど良性疾患で も上 昇す

る も の があ り不 明な点 も多 く，最近注 目を集め て

い る．わ れわ れ
41
は ，さ きに 外性 子宮内膜症の補助

的診断法 と して の 血 清 CA ・125測定 の 有用性 に つ

い て 論 じ た が，そ の 結果，CA ・125の 分泌源 の
一

つ
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は 子宮 内膜で ある と の 可能性が強 くな り，CA −125

の 婦人 内性器組織に おけ る分布を検討す る必 要性

を生 じ， 今回 の 研究を行つ た ．

　CA −125の 婦人 内性器組織 に お け る局在 に つ い

て は 免疫組織学的方法を 用い た研究が報告され て

い るが ， 各組織内で の CA −125の 含有量 を比 較検

討した報告は 乏 し い ．そ こ で わ れわ れは 手術 に よ

り摘出 された婦人内性器の 器官お よ び組織に お け

る CA −125の 含量 を定量 し ， 併せ て 疾患別対 比検

討を行 つ た の で 報告す る ．

　　　　　　 研究対象お よび方法

　群馬大学医学部付属病院産科婦人 科お よ びそ の

関連病院に お け る手術患者 の うち ， 子宮筋腫 26例，

子宮内膜症 6 例 ， 子宮腺筋症 8 例，子宮頚癌10例 ，

子宮体癌 3例，卵巣癌 4例 ，
の 計57例 に つ い て子

宮内膜 ， 子宮筋層， 頚管組織 卵巣 ， 卵管 の 各組

織 計207検体 お よ び正 常婦人月経血 ， 宋梢血 ， 卵

胞液計 17検体を対象と した．患者 の 年齢分布は 25

歳か ら75歳で あつ た ，

　臓器を摘 出後た だ ち に 約0．5〜1．5g相当の 各組

織を採取 ，

− 20℃ に て 凍 結保 存 し た ．組織中 CA −

125の 測定に は
，

トーレ フ ジ バ イ オ ニ ク ス 社 よ り提

供され た CA −125　TMRIA キ ッ ト （CENTOCOR ，

Inc．　Malvern，　 PA 　USA ）を用 い た．各組織を室

温に て解凍，細断後，生食3ml お よ び FOY 　1．5mg

を加 えホ モ ジ ェ ナ イ ズ し ， 遠心 分離後 ， 上 清を採

取 し ， RIA キ ッ ト に よ り CA ・125を 定量 し た ．ま

た ， 測定 ま で Ot　CA −125の 変性等 を防 止す る 目的

で FOY の 効果 に つ い て 検討を加 えた．
一

方 ， 各組

織 に お ける含有蛋 白量 を 測定す る た め 各上 清 を

Lowry 法に よる比色定量に て 測定，各上 清中の 蛋

白1mg 当 た りの CA −125値 を U ／mg −protein に て

算出し た （図 1）．な お ， 平均値 の 有意差検定 は

Dancan ’

s　new 　multiple 　range 　test と Student’s　t

testで 行つ た ．

　　　　　　　　　研究成績

　1．抽 出法 の 検討

　CA −125は蛋 白体で あるた め ， 抽 出中 に変性や 分

解を受けや す い ．こ の 問題を解決す る た め に，蛋

白分解酵素阻害剤 と し て FOY の 効果 に つ い て 検

討した．10検体 に つ い て 生理 食塩水だ けを 加え た

松原 他

組織採取

1
重 量測 定

i生 食 … ＋ ・・Y1 ・5・ 9

Homogenizatien

L
　 　 　　 　 上 清

占
CA −125TMRIA キ ・

ン ト　 蛋 自定量

（CENTOCOR 社）　　 （Lowry 法）
L

r
」

　 　 　　 CA125 定量

　 　 　　 U／mg −protein

　 　 　図 1　 組織 CA ・125測走法

表 1　 抽出法の 検討 CA・125値

569

Case 生食の み （U／ml ） 生食＋FOY （U ／ml ）

A 45 60

B 53   630

C 152 170

D 170 19D

E 1，530 2，060
F 1，240 1，880
G 60 98

H 1，330 1，880

1 210 400

J 630 77 

（M ±S．E，） 1589 ．7±181，G 813．8± 256．4P

＜O．05

もの と
，

FOY と生 理食塩 水を加 え た もの を作製

し ，

一
週間冷凍保存後 ， そ の CA −125を測定比較す

る と表 1 の 通 りと な り， それ ぞれ の 検体 で FOY

を 加 え た もの の 方が， よ り高い 値で 抽 出で きる事

が 明 らか となつ た ．

　IL 正 常女性性器 にお ける CA・125の 変動

　 1）正常子宮内膜 の 月経 周期 に よ る 変動 ：表 2

に 見 られ る よ うに ， 卵胞期子宮内膜 に お け る CA ・

125は 739．9± 198．6U／mg −prot．， 黄体期子宮 内膜

で は 354．7± 68．8U ／mg −prot．で あ り，卵胞期子宮

内膜に や や高 い 傾向が認め られ る もの の 有意差は

認め られ な か つ た ．

　2）月経血 と末 梢血 中 の CA −125濃 度 の 比 較 ：

6 例 の 婦人に お い て 月経血 お よ び 同時刻に 採血 し

た 末梢血 中 CA −125を測定 し， 比較 し た と こ ろ月
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表 2　 月経血 お よ び血 清 CA ・125 （U ／m1 ）

Case 月経血 血 　 清 比

A 410 40 10．25
B 365 20 18．25
C 670 15 44．67
D 470 30 15．67
E 260 45 5．78
F 90 44 2．D5

M ± S．E， 377．5士 79．932 ．7±6．43 （P ＜0．05）

正 常子宮内膜に お け る 月経周期 に よ る変動

　 　 　　 　 　 　 CA ・125 （U！mg ・protein）

餐嬲 ：廓　灘
’

囂：1コーN …

　　　　　　　 （N 、S，： not 　significant ）

Pt　3　正常組織 に お け る CA ・125 （U ／mg ・protein）

　 　 2，eDO
CA ・125LVm

繧
一prote「n

1、000

1．Endornetrium
　 　 （N ＝39）

2，Myometrium
　 　 （N ＝43）

3．Ovarium
　 　 （N ＝35）

生 Sa1
ぞ群33）

墳卩胞液 中 CA ．125
Case

　 A

　 B

　 C
　 D

　 E

罵ii歯
※ ：p ＜ 0．OOI 　 ※ ※ ：p＜ 0，05

CA ・125 （U／m1 ）

　 　 17

　 　 15

　 　 29

　 　 8

　 　 22

Mean 18，2

経血 中 CA ・125は 圧倒 的 に 末梢血 中 CA ・125よ り

高値で あ り有意差 （p 〈 0．05）を認 め た （表 2 ）．

　3）正 常組織に お け る CA −125 ：表 3 に 示す ご

と く，正 常 子 宮 内 膜組 織 に お け る CA −125は

334．7± 39．1U／mg −prot．， 子 宮 体 部 筋 層 で は

66．1± 8，6U ／mg −prot．， 卵巣組織で は 64．6± 15．6

U／rng −prot．，卵 管 組織 で は 111．6± 15．8U／mg −

prot．で あ り， 子宮内膜組織は他の すべ て の 部位に

比 べ 有意に 高値 で あ つ た（p＜ 0，001）．ま た 卵管組

織は 子宮体部筋層，卵巣組織に 比 べ ，有意 に 高 い

CA ・125を含ん で い た （p 〈 O．OS） （図 2 ）．

　 4）細 胞液 中 の CA ・125 ：表 3 に 示す よ うに 卵

胞液中 の CA −125値 は平 均18．2± 7．9U ／ml で あっ

た．

　 　 　 子 　　　　 ￥ 　　　　 卵　　　　 卵

　 　 　 宮　　　 宮　　　 巣　　　 管

　　　農　 鷺　 靉　 爨
図 2　正常組織 に お け る CA −125

　 III．各疾患 に お ける隣接組織 CA・125

　1）子宮筋腫 ：子宮筋腫群 で は 各組織 に お ける

CA −125値 は 表 4 に 示 す ご と く子 宮 内膜 371．4±

58．4U ／mg −prot．，子宮筋層60，8± 11．4
， 卵巣組織

59，5± 18，9， 卵管組織 137．7± 37．3， 筋腫核80．6±

23．7で ，子宮内膜で 高 く有意差 （p＜ 0．01）が認め

られた．また，各組織 に お ける CA −125値 の 分布 は

図 3 に 示 すご と くで ある．

　2）外性子宮内膜症 ：外性 子宮内膜症に お ける

各組織で の CA −125値 は 表 4 に 示 す よ うに ，子宮

内膜 145．5± 48．7U／mg ・prot，， 子 宮 筋 層 140．4±

75．5
， 卵 巣組 織 40．1± 22．1

， 卵 管 組 織 134．2±

60．6
， 子宮内膜症組織 217．5± 23．1で あ り， 子宮 内

膜症組織は 子宮筋層，卵巣組織，卵管組織 よ り高

値を と り有意差 （p く e．Ol）を認 め た ．子宮体内膜

と の 比 較で は 有意差 は 認め な か つ た ．各組織で の

CA −125の 分布は 図 3 に 示す ご と くで あ る．

　3）子宮腺筋症 ：子宮腺筋症群で は 表 4 に 見 ら

れる よ うに
， 子宮内膜組織 の CA −125値は 430．4±

189。6U／mg −prot ．， 予宮筋層93．3± 40．2， 子宮腺筋

症組織 235．3± 47．7，卵巣組織 191．5± 9L2 ，卵管

組織103．1± 53．3で ， 各組織間で の CA −125値の 有

意差は 認め られなか つ た．CA −125値 の 分布は 図 3
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表 4　 各疾患時 の 組織内 CA −125値 （Mean ± S．E．）

子 宮 内 膜 子 宮 筋 層 卵 巣 組 織 卵 管 組 織

a b C d e 筋腫 核
子 宮 筋 腫 37L4 ±58．460 ．8± 11．4 59．5± 18．9137 ．7± 37．380 ，6± 23．7

（N ＝20） （N ＝24） （N ＝14） （N ＝15） （N ＝11）

f 9 h i 1内膜症 組織

子 宮内膜症 145．5± 48．7140 ．4± 75．5 40，1± 22、1134 ．2±60，6217 ．5± 23、1
（N ＝6） （N ・＝5） （N ＝4） （N ＝4 ） （N ＝5）

430．4± 189．693 ，3± 40，2191 ．5± 912103 ．ユ±53，3m 腺筋症組織
子宮腺筋症 235．3士 47．7

（N ＝ 4 ） （N ＝ 4 ） （N 己 の （N ； 4 ） （N 蠶8）

k 1 m n o 子宮頚管 P 頚癌組織

子 宮 頚 癌 447．1± 136，461 ．2±16．4 29．0±6，498 ，2±26．5131 ．7± 24．219D ．2± 82 ，7
（N 謂10） （N ＝1 ） （N ＝11） （N ＝10） （N ＝ 5） （N ＝ 5 ）

254．5」：U3 ．456 ．9± 9．4 298 ．5± 175．1114 ．9± 40．1
子 宮 体 癌

（N ＝3） （N ＝2） （N ＝3 ） （N ＝3）

526．3± 130．5149 ，0±82．91 ，  182 ±872．7170 ．1± 44．8
卵　巣 　癌

（N ＝3） （N ＝4 ） （N ＝4 ） （N ＝2）
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子宮腺筋症に お け る各

▲ 子 宮頚 癌

｛● 子 宮体 癌

O 卵 巣 癌

▲

A

に 示 す ご と くで ある。

　4）子宮頚癌 ：表 4 に見 られ る よ うに ， 子宮内膜

で の CA・125値は 高値で あ り， 子宮筋腫群 と同様，

他の 部位 と の 間で 有意差 （p く 0．01）を認め た ．そ

の 平均値 は 子宮内膜 447．1± 136．4U／mg ・prot．， 子

宮筋層61．2± 16．4， 卵巣組織 29．0± 6．4，卵管組織

98．2± 26．5
，
正 常頚管組織131．7± 24．2， 頚癌組織

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 孟
　 　 　 0
　 　 　 　 　 　 子 子 卵 卵 正 頚

　 　 　 　 　 　 宮　　　宮　　　管　　　巣　　　常 　　　癪

　 　 　 　 　 　 内　 　　 筋　 　　 組 　　 　 組　 　　 頚 　　 　 組

　 　 　 　 　 　 膜 　 　 　層　 　 　織 　 　 　織　 　 　 管　 　 　織

図 4　 子 宮頚癌，子 宮体癌，卵巣癌 に お け る 各組織

　CA −125値 の 分布

190．2±82．7で あつ た．各組織 CA ・125値の 分布を

図 4 に 示 す．

　5）子宮 体癌 お よび 卵 巣癌 ：各 組 織の CA −125

の 平 均値は 表 4 の 通 りで ，各組 織間で の 有意差 は

認め られな か つ た．CA −125値の 分布 は 図 4 に示す

ご と くで あ る，卵巣癌 の 各組織診断 に お ける CA 一
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表 5　卵巣癌組織の 組織診断別 CA −125値

1）　undifferentiated 　ca ．
2）　serous 　papillary　adenoca ，

3） mucinous 　cyst 　adenoca ．
4）　m ∈＄onephroid 　ca．

CA ・125 （U ／mg ・prot．）
1，890，8
　 145．5

　 130．4

　 246．4

125値 は 表 5 に 示 す 通 り未 分化 癌 が1，890．8U ／

mg −prot．で 他 の 組織 に比 べ て 高値で あつ た ．

　IV．組織別 に よ る 各疾患で の CA ・125値対比

　 1）子宮内膜 ：子 宮筋腫 ， 子 宮内膜症 ， 子宮腺筋

症 ， 子宮頚癌 ， 子宮体部癌 ， 卵巣癌の 子 宮内膜 CA −

125値 の 相互比較で は有意差を認め なか つ た ．

　 2）子 宮筋層 ：子宮筋腫で の 子宮筋層 と子 宮腺

筋症 で の 子宮筋層 との 比較で は 有意差を認 め られ

なか つ た ，子宮筋腫で の 筋層 と腺筋症組織 との 比

較で は 有意差 （p〈 0．01）を認 め た．

　 3）卵 巣 組織 ：卵 巣 癌組 織 と 正常 卵巣 組 織 の

CA −125値の 疾患別比較で は ， 卵巣癌群が他 の疾患

群 に 比 べ 有意に 高 く ， 有意差（p ＜ O．Ol）を認め た ．

　 4）卵 管組織 ：卵管 組織 CA ・125値 の 各 疾 患別

比較 で は ，各疾患群間に 有意差を認め な か つ た．

　　　　　　　　 考　　察

　 CA −125は 1981年 Bast　et　al．s）に よ つ て ヒ ト上 皮

性卵 巣癌 serous 　 cystadenocarcinoma の 腹 水細

胞培養系 OVCA 　 433と BALB ／c マ ウ ス を用 い て

作製 され た モ ノ ク 卩
一

ナ ル 抗体 OC ・125に よ り認

識 され る抗原で ある． これま で 卵巣癌に 対す る有

力 な腫瘍 マ
ー

カ
ー

は ， ほ とん ど皆無 とい つ た状態

に近か つ た が
，
CA −125の 出現 に よ り癌組織増大 に

関す る情報が得 られ
1°），近年，広 く臨床応用 され始

め て きて い る．

　最近 ， 子宮内膜症 と血 清 CA −125と の 関連 に つ

い て の 報告があ り， わ れわ れ
4）も子宮内膜症の 補

助診 断法 として の CA −125測定 の 有用 性 と， 子 宮

内膜症 に お け る新 AFS 分類 と血 清 CA ・125の 相

関に つ い て 報告 し た ． こ の 結果 ， 子宮内膜組織 と

CA −125の 関連が強 く推察 され ， 今回 の 研究を行 つ

た ．

　CA ・125は 蛋 白体で あるた め
， そ の 抽 出中に 変性

や分解を 受けや す い ．そ こ で 組織中 の CA −125測

定 に あた つ て ，蛋 白分解酵素 阻害 剤で あ る FOY

を 加え た と こ ろ ， よ り高濃度の CA −125を抽 出 出

来る こ とを証明出来た ．

　 こ れ ま で CA −125の 組織局在に つ い て は免疫組

織 学 的 方 法 を 用 い た 研究 は 報 告 さ れ て い る

が
9｝12 ）

， 各組織 に お け る CA ・125の 含量 を比較検討

し た 定量的研究 は報告が な い ．そ こ で
， わ れ わ れ

は組織内 CA −125濃度を測定す るた め の 独 自の 方

法 を打 ち立て
， 婦人 内性 器 に お け る CA ・125の 分

布 を比較検討 し た ，

　鈴木ら
6｝は

， 月経周期に 伴 う血 清 CA ・125の 推移

を検討して い る．そ れ に よ る と，卵胞期 と黄体期

の 血 清 CA −125値 に 差 は な く，月経 期間中で の 血

清 CA425 の 上 昇が認 め られ る と し て い る，今回

の われわれ の 測定で も， 卵胞期 ， 黄体期 の 子宮内

膜組織 に お け る C．醇 125値 は ，や や 卵胞 期 に 高 い

傾向が認め られ る も の の ，黄体期 と の あ い だ で 有

意差は 認め られ な か つ た．
一方 ， 月経血 中の CA −

125値 は 全例 に お い て ，同時採 血 し た 末梢血 CA −

125よ りも ， 数倍 な い し ， 数十倍の 範囲で 高値 で あ

つ た ．

　ま た ，子宮内膜症組織 は 他の 正常子宮筋層 ， 卵

巣 ， 卵管 ，
に 比 べ CA −125が 有意 に 高値 を と り，子

宮 内膜症 組織 が CA −125産生部位 の
一

つ で あ る事

が明 らか とな っ た．

　卵巣組織 の CA −125は表 3 に 見 られ る よ うに

64．6± 15．6とむ し ろ低値 を 示 した が 卵胞 液中の

CA −125も平均18．2と低 い 値 を示 し た ．こ の こ とか

ら ， 正 常卵巣で は CA −125の 産生 が非常 に 少 な い

事が 明 らか に な り ， 卵巣が 癌化 し て 初め て CA −

125を大量 に 血 中に放 出す る こ とが推察 された ．

　CA −125は 卵巣癌に お け る有力 な腫瘍 マ
ーカ

ー

と し て 広 く認識 され て きて い るが
， 卵巣癌以外の

悪性腫瘍
1）2）1e ）

， 良性 腫瘍
13），子宮内膜症 ， 子宮腺筋

症 な ど の 良性 疾患
7）11）15）

や 妊 娠初 期
3）51

な どで も

CA・125の 上昇が 見 られ る と い う報告があり ，
　 CA −

125は 卵巣癌だ けに 特異的に 反応す る もの で は な

い 事が明 らか に な り，
こ の 点 か らも注 目を集め て

い る．今回 の わ れわ れの 研究で は ，や は り卵巣癌

で の 卵巣内濃度が最高値 を示 した が
， 正 常婦人内

性器組織 に お い て は，子宮内膜 に お け る CA −125
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が圧倒 的 に 高値 を と り， 他部 位 との 間で 有 意差

（p 〈 O．OOI）を認め ，卵管組織がこ れ に 次 ぎ，子宮

筋層， 卵巣組織 との あい だ で 有意差 （p ＜ 0．05）を

認め た ，

　Kabawat 　et　al．i2）は 免疫組織学的方法 （biotin・

avidin 免疫ペ ル オキ シ ダ
ーゼ 法）を用 い

， 胎児組

織 と成 人組織 に つ い て CA −125の 組織局在 を 明 ら

か に した ．それ に よ る と，胎児組織で は 羊膜，体

腔上皮 ， す なわ ち ミ ュ ラ
ー
管上 皮 ， 胸膜 ， 腹膜 ，

心 内膜 組織に CA −125が 認め られ ， 成人 で は 子宮

内膜，卵管上 皮，子宮頚管 内膜に CA ・125の 染色が

認め られ る と して い る．今回の わ れわ れ の 研究で

は ，
こ の報告 と完全 に

一
致した結果を得 ， そ の値

よ り， 子宮内膜 ， 内膜症組織 ， 腺筋症組織 は 多量

の CA ・125を含ん で い る事が明 らか とな つ た．ま

た ， 卵巣癌で の 血清CA −125値は表 5 に 示 す よ うに

undifferentiated 　ca ．1
，
890．8U ／mg −prot．，　serous

papillary　adenoca ．145．5U／mg −prot ．，　mucinous

cystadenoca ，130．4U／mg −prot ．，　 mesonephroid

ca．246．4U ／mg −prot．の 値 を と り未分化癌で 高値

を と る事は 注 目に 値す る，

　Niloff　 et 　 al ．14）
は進行した 子宮内膜癌に お い て

血清 CA ・125値 の 上昇が 認め られ る と し ， 子 宮内

膜組織 と CA ・125と の 関連を示 唆し て い る．また ，

わ れ わ れ
4）が報告 した ダ ナ ゾー

ル 治療 に よ る子宮

内膜症患者 で
，

血 清 CA −125が低下す る と い う事

実 もま た ，子宮内膜 と CA −125と の 関連性 を 裏付

け て い る ．

　高橋 ら
7〕は 子宮平滑筋腫 と子宮腺筋症 と の 鑑別

診断 に 血 清 CA −125を利 用 し得 る と報告 し て い る

が，今回 の わ れ わ れ の研究で も， 子宮腺筋症組織

内 CA ・125濃度 は
， 高値 を とる事 が 明 らか に な つ

た ．

　Kabawat 　et　al．12）は また ，
　 CA −125の 組織局在 に

つ い て ， 炎症部お よ び 癒着 部 に お い て CA ・125の

反応が強い とし て い る が ，
こ の 事は子宮内膜症 と

CA −125との 関連に お い て
， 内膜症組織 の 炎症 と骨

盤内臓器 の 癒着 に 伴い ，内膜症組織 中 の CA −125

が増加 し ， 経腹膜的に 血 中に 移行す る事を示 唆 し ，

子 宮内膜症組織，子宮 内膜組織 に お け る CA −125

が高値で あ る事と併せ て 考 え る と ， 子 宮内膜症に

お い て 血 清 CA −125値が上 昇す る事 の 理 由を説 明

で ぎる と思わ れ る．

　以上 の 事よ り ， 婦人 内性器 に お い て CA −125は
，

子宮 内膜，子宮内膜症組織，子宮腺筋症組織 ， 卵

管，月経血 に高濃度で 存在す る 事が 明 らか に な り，

子宮内膜症 の補助診断お よ び子宮筋腫 と子宮腺筋

症 の 鑑別診断 な ど CA −125測定 の 臨床応用 の 上 で

非常 に 参考 に な る もの と思わ れる ．

　稿 を 終 え る に あた り，御懇篤な る御指導 ， 御校閲 を 賜 つ

た 五 十嵐正 雄教授に 感謝 し ます．

　 また ，組 織 採取 に あ た り御 協 力 い た だ い た 群 馬 中 央 総 合

病 院産婦人 科部 長 ， 野上 保治 先生 ， 桐生 厚生 病 院産婦人 科

部長 ，関　秋 芳先 生，館林 厚 生病院 産 婦 人 科 部 長，木 村　弘

先生，利 根中央 病 院 産 婦人 科医 長，糸 賀 俊一
先生，伊勢崎

市民病院産 婦人 科医 長 ， 竹中恒久 先生，原町 赤十 字病院産

婦 人 科医 長，野 村修 一先 生 に 感 謝 致 し ます と共 に，キ ッ ト

を提 供 され た ト
ー

レ フ ジ パ イ オ ニ ク ス 社，フ ジ レ ビ オ 社 に

対 しお 礼申 し上 げ ま す．
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